
「何を知っているか」から「何ができるようになるか」へ 

校内 GIGAスクール担当 宮本  浩 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

URL  http://www.ariake-e.sapporo-c.ed.jp/    Tel :011-881-2949  Fax:011-881-9074 

札幌市立有明小学校 

学校便り(７月号) 

令和３年（2021 年）６月３０日 

学校では、日常の授業において、ChromeBookがどのように活用できるかを試行錯誤すると同時に、「ネットモラル」

についても日々指導しているところです。インターネットは正しく使えばとても便利なものです。どこにいても情

報を得ることができますし、様々なサービスについてもオンライン化が急速に進み、私たちの生活に欠かせない存

在の一つとなったと言えるでしょう。しかし、ネットモラルを身に付けないままインターネットに触れてしまうと、

意図せず犯罪に巻き込まれたり、加害者になってしまったりする可能性もあります。 

ただ、子どもたちにとってネットモラルは決して一朝一夕で身に付いたり、理解できたりするものではありませ

んが、かといって、失敗から学ぶには、あまりにもリスクが高いと言えます。ですから、これには、 

保護者の皆様のご協力が不可欠となるのです。学校と家庭で力を合わせ、子どもたちを守ってい 

かなくてはならないのです。危険から遠ざけるという意味の「禁止」ももちろんありますが、「駄 

目だから禁止」では通じない時があるのは、保護者の皆様も承知の事実だと思います。なぜ守らね 

ばならないのか、なぜ駄目なのか、一つ一つ時間をかけて、その利便性とともに危険性についても、 

しっかりと伝えていくことが大切だと考えています。 

私たちの身の回りには、幅広い知識をもっている人がたくさんいます。しかし、その中には、質問をしたら

質問したことについてのみ答えることで終わってしまう人もいれば、その質問から内容を関連付けたり発展さ

せたりすることで、より密度の濃い会話に発展させることができる人もいます。この前者と後者との違いは、

これから来る新しい時代に求められる資質・能力の違いと言われているそうで、今後、ICTがさらに発展し、社

会に浸透すればするほど、後者のような人がより求められるようになっていくとのことです。 

今回の新学習指導要領では、改訂のポイントに、知識・理解の質を高め、資質・能力を育む主体的・対話的

で深い学びとして、「何ができるようになるか」が明確化されています。また、言語能力の確実な育成や理数教

育の充実の点では、単に知識を覚えるだけの「何を知っているか」ではなく、「具体と抽象を押さえて考えるな

ど、情報を正確に理解し適切に表現すること」や、「授業内容を維持した上で、日常生活から問題を見出す活動

や見通しをもった観察・実験」といった学習内容の充実と質の向上が挙げられています。 

しかし、新型コロナウイルスの影響により、子どもたち同士が、直接、顔を突き合わせての対話的で深い学

びのある学習活動には、今なお大きな制限がかかったままです。そんな中、本校でも、子どもたち一人一人に

ChromeBook が配付されて早くも３か月が経ちます。児童一人一人に端末とこれを活用するためのアカウントが

配付され、これにより、子どもたち一人一人が、容易に動画等のデジタル教材を活用するだけでなく、インタ

ーネットを活用し、様々な情報を収集することができるようになりました。対面によるよさは言うまでもあり

ませんが、オンラインのよさについても、今後、探っていきたいと考えています。 

 異学年での活動が制限されているので、現在は、委員会活動も学年単位

で活動しています。しかし、4年生は、今年度に始まったばかりの活動と

いうこともあり、なかなか要領がつかめません。そんな時に、Meet や

Streamを使って、離れた教室にいる友達や上級生にアイデアを求めたり、

アドバイスをもらったりしながら活動に取り組んでいます。 

6月の全校朝会も、今回はビデオカメラでは

なく、Meetを使って、校長室から各教室に配信

して行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日（曜） 行事予定 下校バス 

1（木）  
【 １ 年 】14:56／14:58 
【２～６年】15:51／15:51 

2（金） 
5･6年日高宿泊学習（延期） 
PTA給食試食会（中止） 

【 全学年 】14:56／14:58 

3（土）   
4（日） 第1５週  

5（月） 
図書返本週間（～16日） 
 

【１～３年】14:56／14:58 
【４～６年】15:51 

6（火） 
アカゲラタイム（川瀬さん来校日） 
4～6年：6時間授業 
クロカン走③ 

【１～３年】14:56／14:58 
【４～６年】15:51 

7（水） 
オンライン個人懇談① 
D日課5時間授業 

【 全学年 】13:51／13:51 

8（木） 
ALT来校日 
オンライン個人懇談② 
D日課5時間授業 

【 全学年 】13:51／13:51 

9（金） 
オンライン個人懇談③ 
D日課5時間授業 

【 全学年 】13:51／13:51 

10（土） 学校プール開放①（中止）  
11（日） 第1６週  

12（月） 
川遊び＆たてわり裏山探検週間 
（～16日） 

【１～３年】14:56／14:58 
【４～６年】15:51 

13（火） 
4～6年：6時間授業 
PTA資源回収日② 

【１～３年】14:56／14:58 
【４～６年】15:51 

14（水） 
S.C.太田先生来校日 【１～２年】14:56／14:58 

【３～６年】15:51／15:51 

15（木） 
歯科検診（全学年） 
大掃除週間（～21日） 
下校指導 

【 １ 年 】14:56／14:58 
【２～６年】15:51／15:51 

16（金） 
 
 

【 全学年 】14:56／14:58 

17（土） 学校プール開放②（中止）  
18（日） 第１７週  

19（月） 
楽器清掃① 
クロカン走④ 

【１～３年】14:56／14:58 
【４～６年】15:51 

20（火） 
楽器清掃② 
夏休み図書貸出日 
クラブ活動 

【１～３年】14:56／14:58 
【４～６年】15:51 

21（水） 
ALT来校日⑥ 
1学期終業式 
D日課5時間授業 

【 全学年 】13:51／13:51 

22（木） 海の日  
23（金） スポーツの日  
24（土）   
25（日） 第１８週  

26（月） 夏季休業日（～8月17日）  

27（火） 学校徴収金引落日④  
28（水）   
29（木）   
30（金）   
31（土）   
※今後の感染状況により、行事予定は 
変更になることがあります。 

1学期の終業式は７月21日(水)です。D日
課５時間授業となりますので、全学年 13:51
の下校バス(大谷地便あり)で、下校となります。 

７月１３日（火）は、２回目のPTA資源回収日です。その後は「全校お泊まり会」でログ物置を使用する予定ですので、
1４日以降は玄関前物置（新聞や雑誌）のみの回収とさせて頂きます。資源の持ち込みについて、児童の登下校時を避けて
いただければ前庭側の駐車場をご利用いただいても構いません。保護者の皆様のご協力をどうぞお願いいたします。 
※ベルマークやテトラパック、インクカートリッジ・トナーの回収も正面玄関にて引き続き行っています。 

７月２７日(火)は、学校徴収金引落日です。恐
れ入りますが、今一度口座の金額をご確認のう
え、確実に引き落としができるよう、ご準備をお
願いします。 

<引き落とし額> 
【全学年】長 子 4,940 円 

長子外 4,660 円 

7 月7 日(水)～9 日(金)の日程で、個人懇談
を予定しています。まん延防止等重点措置の最
中ということで、今回は、ZOOM によるオン
ライン懇談とさせていただきます。何分、初め
ての取組のため、保護者の皆様にはご迷惑をお
かけすることもあるかもしれませんが、どうぞ
よろしくお願い致します。 
『懇談内容』 
・お子さんの学習や生活など学校での様子について 

→学力テストの結果から。(2 年以上) 
→教育相談月間の内容から 

・お子さんの家庭での様子について  など。 
詳しくは、別紙案内をご確認ください。なお、

『ZOOM ミーティングへの参加の仕方』につ
いては、学校ホームページにも掲載しておりま
すので、参考になさってください。 

恒例の「川遊び体験学習」は、今年度も実施
の方向で準備を進めております。昨年度から、
高学年は上流部への沢探検、中学年は主にチュ
ーブ下り、低学年は近くの場所での水遊びとし
ています。流れに逆らって歩いたり、身を任せ
て流されたりと、全身を使っての自然体験は、
有明小ならではの活動です。 

７月１２日(月)～１６日(金)を川遊び週間に
設定しました。水量や水温、気温などを考慮し、
実施日を決定します。 

また、たてわり遠足の中止や運動会の延期、
たてわり活動の制限により、現在、全くと言っ
ていいほど異学年の関わりができていない状
況にあります。そこで、できる活動に取り組む
という考えのもと、たてわりグループごとに裏
山を探検する『たてわり裏山探検活動』を計画し
ました。リーダー・サブリーダーとしての高学
年の力だけでなく、グループで協力することの
大切さに気付き、2学期の全校お泊まり会に向
けた良いきっかけになればと考えています。 


